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ご
挨
拶
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番　

組

◎
午
後
一
時
半
始
曲

│　

休　

憩　

│　

二
十
分

◎
午
後
四
時
頃
終
了
予
定

都
合
に
よ
り
内
容
を
一
部
変
更
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

第
二
十
九
回
廣
田
鑑
賞
会
能

廣
田
幸
稔
（
ひ
ろ
た　

ゆ
き
と
し
）

金
剛
流
シ
テ
方

先
代
お
よ
び
当
代
宗
家
・

金
剛
永
謹
と
父
陛
一
に
師
事

重
要
無
形
文
化
財
保
持

能
楽
協
会
理
事　

京
都
能
楽
会
理
事　

金
剛
会
理
事

京
都
市
芸
術
新
人
賞　

文
化
庁
芸
術
祭
新
人
賞

廣
田
明
幸
（
ひ
ろ
た　

は
る
ゆ
き
）

２
０
０
8
年
生

祖
父
は
廣
田
幸
稔

※
当
日
解
説
付
番
組
あ
り
ま
す
。

●ローソンチケット（Lコード　５３９６８）　  ●金剛能楽堂０７５-４４１-７２２２　  ●京都新聞文化センター  ●檜書店 　
●ＫＥＮＳＹＯインターネットチケットサービス
●セクターエイティエイト 06-6353-8988 ●廣田鑑賞会 ０７５-７２２-９１２３

チケット取扱所

FAXにても、ご予約を承ります。　廣田鑑賞会 ０７５-７２２-９１２３までご送信ください。   切符は当日受付にて、お引渡しとなります。
《第29回　廣田鑑賞会能　申し込み》

■ お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ ご住所

■ お電話・FAX　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会員7,500円 （年会費 15,000円）□ 会員入会（第29回公演分 正・脇席2枚） ※ □内にチェックして下さい

平
成
三
十
年
五
月
十
三
日
（
日
）
午
後
一
時
半
始
曲

□ 一般券（5,000円/中正面席）　 　　  枚
□ 一般券（8,000円/正面・脇正面席）　  枚　　□ 学生券

（2,500円/学生席）　　枚　
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同
志
社
大
学
教
授

京
都
市
立
芸
術
大
学
教
授

元
甲
南
大
学
教
授

当
日
配
布
冊
子　

解
説

山
田 

和
人

藤
田 

隆
則

西
條 

隆
雄

水
谷 

弓

　

主
人
の
お
供
で
北
野
神
社
に
参
詣
す
る
途
中
、太
郎
冠
者
は
立
派
な
太
刀
を
持
っ
た
男
に

出
会
う
。太
郎
冠
者
は
主
人
の
脇
差
を
借
り
、男
の
太
刀
を
取
ろ
う
と
し
て
男
に
近
づ
く
が
、

逆
に
脅
さ
れ
て
脇
差
も
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。主
従
は
奪
わ
れ
た
脇
差
を
取
り
返
そ
う
と
男
を

待
ち
伏
せ
て
羽
交
い
締
め
に
す
る
が
、縄
を
か
け
よ
う
と
す
る
主
従
の
ど
さ
く
さ
に
紛
れ
て
、

肝
心
の
男
に
は
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。泥
棒
を
と
ら
え
て
縄
を
な
う
！

狂
言
「
太
刀
奪
（
た
ち
う
ば
い
）
」

　

信
濃
の
国
の
住
人
安
田
友
春
は
、従
弟
の
望
月
秋
長
と
口
論
の
末
に
望
月
に
討
た
れ
命
を

落
と
し
た
。友
春
の一
家
は
家
臣
も
ろ
と
も
離
散
し
、家
臣
の
小
沢
友
房
に
も
追
手
が
か
か

る
。友
房
は
中
仙
道
守
山
宿
の
宿
屋
甲
屋
の
亭
主
と
し
て
身
を
隠
す
。そ
こ
に
、主
人
安
田
友

春
の
妻
子
が
逗
留
し
、か
つ
て
の
家
臣
と
の
再
会
を
喜
び
合
う
。し
か
し
思
い
が
け
ず
宿
敵・望

月
も
同
じ
く
甲
屋
に
宿
す
る
こ
と
な
る
。や
が
て
開
か
れ
た
酒
宴
の
席
で
、友
房
は
獅
子
舞
、

主
人
友
春
の
妻
は
女
芸
能
者
の
瞽
女
、子
の
花
若
は
鞨
鼓
を
打
ち
と
そ
れ
ぞ
れ
正
体
を
隠
し

て
望
月
近
づ
き
、酔
っ
た
隙
を
つ
い
て
望
月
を
打
ち
取
り
、見
事
本
懐
を
と
げ
る
。仇
討
ち
の
ス

リ
リ
ン
グ
な
展
開
と
、芸
尽
く
し
の
華
や
か
さ
が
見
ど
こ
ろ
の
能
。

能　

「
望
月
（
も
ち
づ
き
）
」

シ
テ
／
小
沢
刑
部
友
房　

ワ
キ
／
望
月
秋
長

ツ
レ
／
安
田
友
春
の
妻

子
方
／
花
若

間
狂
言
／
望
月
秋
長
の
下
人

第30回 廣田鑑賞会能  平成31年5月12日（日） 午後１時３０分始曲 狂言 解説能「大原御幸」廣田幸稔
舞囃子「岩船」 廣田明幸

〈次回公演予定〉

ホームページ　URL http://hirota-kansyokai.la.coocan.jp 右のQRコードで携帯からもアクセスできます。

　

平
素
は
廣
田
鑑
賞
会
を
ご
支
援
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
は
孫
・
明
幸
と
と
も
に「
望
月
古
式
」に
挑
戦
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。金
剛
流
で

は
重
習
い
の
曲
で
も
あ
り
ま
す
。曲
中
で
演
じ
ら
れ
る
獅
子
の
舞
は
、当
流
で
は「
石
橋
」

「
内
外
詣
」「
望
月
」の
三
曲
に
の
み
見
ら
れ
る
特
別
な
舞
で
す
。正
体
を
隠
し
て
主
人
の

敵
を
討
つ
と
い
う
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
舞
台
展
開
に
加
え
、ツ
レ
の
曲
、子
方
の
羯
鼓
、シ

テ
の
獅
子
舞
と
、敵
意
を
悟
ら
れ
ま
い
と
し
な
が
ら
も
華
や
か
な
芸
尽
く
し
を
見
せ
る
、な

ん
と
も
見
ど
こ
ろ
が
多
い
曲
で
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
高
覧
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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